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年）の Visual Analogue Scale (VAS)法により解析した。この際、毎回の回答に要した時間（反応時
間）、およびそのばらつき（変動係数）と精度を解析するとともに、メモリー心拍計にて心拍変動を
5分間計測した。その R-R間隔から心拍変動解析を行うと同時に、LF値（低周波成分：0.04-0.15 Hz）



















コンピューター化された一桁の数字の足し算を健常学生ボランティア（19～22 歳）に 120 分間連
続して行わせ、精神的疲労を誘起した。自覚的疲労度の評価は、日本疲労学会の抗疲労臨床評価ガイ
ドライン（2008 年）における Visual Analogue Scale (VAS) 法により解析した。毎回の回答に要し
た時間（反応時間）、およびそのばらつき（変動係数）と精度を解析するとともに、メモリー心拍計
にて心拍の変動を 5 分間計測した。R-R 間隔から心拍変動の解析を行うと同時に、LF 値（低周波成
分：0.04-0.15 Hz）と HF 値（高周波成分：0.15-0.40 Hz）の比を算出して自律神経機能の評価指数
とした。単純な足し算の計算を長時間負荷することにより、VAS による主観的疲労感が増強すると
ともに、計算に要する反応時間と変動係数が有意に増加したが、間欠的な休憩により両者は低下した。
心拍変動と LF/HF 比を用いた解析により、精神的作業負荷に伴い自律神経機能のバランスが変化し
て交感神経系の緊張状態が増強することが判明した。 
本研究は、コンピューター化された一桁の数字の足し算を 120 分間連続して行わせることが簡便
な精神作業疲労モデルになることを明らかにしており、その医学的意義は大きい。よって、本研究者
は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判断された。 
